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i
[
五
]
か
ら
二
問
を
選
択
し
て
解
答
し
な
さ
い
・
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
選
択
し
た

問
題
番
号
を
明
記
し
て
解
答
し
な
さ
い
。
漢
字
は
常
用
漢
字
で
表
記
し
て
よ
い
。

[
-
]
次
の
『
漢
書
』
巻
四
十
九
妥
盆
伝
を
読
み
、
全
文
を
現
代
日
本
語
訳
に
し
、
設
問
に
答

え
な
さ
い
。

問
一
：
こ
の
史
料
の
撰
者
と
さ
れ
る
人
物
は
誰
で
あ
り
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送

っ
た
の
か
を
説
明
し
な
さ
い
。

問
二
：
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
「
妥
盆
」
に
つ
い
て
、
知
り
う
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ

、

J

o

溢
告
鑓
這
逢
丞
相
申
屠
嘉
，
下
車
拝
謁
，
丞
相
従
車
上
謝

9

溢
還
，
婢
其
吏
，

5
乃
之
丞
相
舎

上
謁
，
〔
―
D
求
見
丞
相
。
丞
相
良
久
乃
見
。
因
脆
日
．
「
願
請
間
。
」

5
丞
相
日
．
「
使
君
所
言
公
事
，
之
曹

奥
長
史
振
議
之
，
吾
且
奏
之
．
，
則
私
，
吾
不
受
私
語
。
」
澁
即
起
読
日
．
「
君
為
相
，
自
度
執
奥
諌
序
、
隣

唇

」

5
丞
相
日
．
「
不
如
。
」
奎
日
．
「
菩
，
君
自
謂
弗
如
。
夫
諌
序
、
灘
喉
輔
翼

11，
定
天
下
，
為
将

相
，
而
誅
諸

18，
存
幽
ぽ
，
君
乃
為
材
官
廠
張
，
遷
為
除
帥
，
〔
一
＝
〕
積
功
至
誰
隅
守
，
非
有
奇
計
攻
城
野
戦

之
功
。
且
陛
下
従
代
来
，
毎
朝
，
郎
官
者
上
書
疏
，
未
嘗
不
止
肇
受
。
其
言
不
可
用
，
置
之
．
，
言
可

采
，
未
嘗
不
稲
菩
。
何
也
？
欲
以
致
天
下
賢
英
士
大
夫
，
日
聞
所
不
開
，
以
盆
聖
。

5
而
君
自
閉
箸
天
下

之
口
，
〔
ご
而
日
盆
愚
。
夫
以
塞
主
責
愚
相
，
君
受
禍
不
久
奏
」
丞
相
乃
再
拝
曰
．
「
凛
鄭
人
，
乃
不
知
，

照
軍
幸
敦
。
」
引
奥
入
坐
，
錨
上
客
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
国
・
横
書
）
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[
―
-
]
次
の
文
章
に
つ
い
て
下
記
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

一
、
こ
の
文
章
は
、
何
れ
の
国
か
ら
何
れ
の
国
へ
宛
て
ら
れ
た
上
表
文
で
あ
る
の
か
答
え
な
さ
い
。

二
、
こ
の
上
表
文
の
主
体
で
あ
る
当
該
国
を
と
り
ま
く
具
体
的
な
国
際
情
勢
や
国
内
状
況
の
説
明
を
加
え

な
が
ら
、
傍
線
部
を
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

臣
某
言
、
臣
聞
欲
而
不
貪
、
駕
説
於
孔
門
弟
子
、
徳
莫
若
譲
、
騰
規
於
晋
國
行
人
、
荀
籟
位
自
安
、
則
妨
賢

是
責
、
臣
個
威
天
睦
、
承
之
海
隅
、
雖
非
法
令
滋
彰
、
未
免
寇
盗
充
斥
、
追
伽
千
後
、
勇
退
為
先
、
敢
言
善

自
為
謀
、
実
慮
刑
弦
無
赦
、
臣
以
嘗
國
、
雖
鬱
曼
之
、
蝠
桃
接
境
、
不
尚
威
臨
、
且
夷
斎
之
、
孤
竹
連
彊
、

本
資
廉
退
、
矧
仮
九
疇
之
、
餘
範
早
襲
八
條
之
教
、
源
言
必
畏
天
行
、
皆
譲
路
、
蓋
稟
仁
賢
之
化
、
得
符
君

子
之
名
、
故
邊
豆
睦
田
鎚
矛
寄
戸
、
俗
雖
崇
於
帯
剣
、
武
誠
貴
於
止
文
、
妥
従
建
國
而
来
、
空
致
反
城
之
臀
。

需
化
則
南
閻
、
是
絶
安
仁
、
則
東
戸
何
慰
。
是
以
直
至
臣
兄
贈
大
博
臣
最
、
遠
沐
皇
澤
、
虔
宣
詔
條
、
供
職

一
終
、
安
邊
萬
里
。
而
及
愚
臣
継
守
、
諸
患
併
装
、
始
則
黒
水
侵
彊
、
曾
噴
毒
液
、
次
乃
緑
林
成
嘗
、
競
簸

狂
気
、
所
管
九
州
、
例
標
百
郡
、
皆
遭
寇
火
、
若
見
劫
灰
。
加
復
殺
人
如
麻
、
曝
骨
如
非
、
消
海
之
横
流
日

甚
、
昆
岡
之
猛
焙
風
顛
、
致
使
仁
郷
、
愛
為
疵
國
。
此
皆
由
臣
守
中
迷
道
、
駅
下
乖
方
。
鴎
巣
沸
響
於
鳩
林
、

魚
繁
勢
形
於
鰈
水
、
況
乃
西
蹄
瑞
節
、
則
鵠
艦
平
沈
、
東
降
冊
書
則
鳳
紹
中
綴
、
阻
摺
膏
雨
、
虚
費
薫
風
、

是
乖
誠
動
於
天
、
責
燿
罪
深
於
海
。
群
寇
既
至
今
為
梗
、
微
臣
固
無
所
取
材
、
日
邊
居
義
仲
之
官
、
非
臣
素

分
、
海
畔
守
延
陵
之
菌
、
是
臣
良
圏
、
久
苦
兵
戎
、
初
多
疾
療
深
思
自
適
其
適
、
難
避
各
親
其
親
、
窪
以

臣
姪
男
饒
、
是
臣
亡
兄
最
息
、
年
将
志
學
、
器
可
興
宗
。
山
下
出
泉
、
蒙
能
養
正
、
丘
中
有
李
、
衆
亦
思
賢
、

不
個
外
求
、
妥
従
内
拳
。
近
已
倖
権
藩
寄
、
用
靖
國
災
。
然
闇
蟻
至
壊
堤
、
蛙
猶
隠
境
、
熟
無
以
濯
、
溺
未

能
援
努
、
鹿
一
空
、
津
途
四
塞
、
磋
不
来
於
八
月
、
路
猶
於
隻
於
九
天
、
不
獲
早
託
梯
航
、
上
聞
施
戻
゜
雖

唐
虞
光
被
、
無
憂
後
至
之
誅
、
奈
蛮
夷
寇
多
、
久
阻
逍
征
之
使
、
種
賓
乖
闘
情
莫
遣
寧
゜
臣
毎
思
量
力
而
行
、

輯
遂
奉
身
而
退
。
自
開
自
落
、
窺
塊
狂
花
、
匪
断
匪
離
，
柳
全
朽
木
。
所
顕
恩
無
虚
受
、
位
得
賓
錦
。
既
揆

分
東
顧
之
憂
、
空
切
詠
西
帰
之
什
゜
謹
原
因
嘗
國
賀
正
使
某
官
入
朝
、
付
表
陳
譲
以
聞
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
園
・
横

書）
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[
三
]
次
の
文
章
は
、
『
大
金
国
志
』
巻
十
七
世
宗
聖
明
皇
帝
中
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
設
問
(

1

)

、
(

2

)

に
答
え
な
さ
い
。

(

l

)

全
文
を
日
本
語
訳
し
な
さ
い
。

(

2

)

こ
こ
で
記
さ
れ
る
金
・
宋
間
の
交
渉
と
そ
の
前
後
の
経
緯
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ

4ヽ

0

、し

宋
遣
使
五
月
）
昧
遣
使
譴
陣
来
賀
國
主
生
辰
巳
＿
〕
）
復
附
國
書
日
：
．
「
比
致
祈
懇
）
旋
勤
誨
鍼
〔
―
g
〕
）
欲
重
遣
子

詔
車
）
恐
復
煩
子
館
舎
。
惟
列
聖
久
安
〔
之
〕
陵
寝
〔
一
H

〕
）
既
難

一
旦
而
駿
遷
）
則
隣
凜
未
返
之
衣
冠
）
3
-早

敢
先
期
而
蜀
請
。
再
披
諒
諭
之
旨
〔
一
六
〕
）
詳
及
受
書
之
儀
）
蓋
今
叔
姪
之
情
親
）
典
昔
尊
卑
之
髄
異
）
敢

因
慶
橙
）
薦
布
枕
誠
遥
回
翼
允
従
）
式
符
企
望
。
」
蓋
去
年
鹿
減
沃
所
得
本
國
報
書
）
以
漱
涼
梓
宮
蔦
詞

也
。
至
口
歪
呻
今
畦
國
主
使
臣
宣
諭
云
よ
郷
醜
旨
占
踪
日
偲
語
床
皇
帝
：
「
向
来
初
講
和
日
）
昧
朝
来
祈
請

徽
宗
霊
柩
）
已
送
還
了
。
〔
今
〕
再
講
和
〔
一
七
〕
）
｛
木
國
自
嘗
末
祈
請
欽
宗
璽
柩
）
父
子
同
葬
）
以
時
奉
祀
゜

去
年
使
来
）
却
妄
請
障
陣
山
陵
。
上
國
止
許
奉
遷
）
井
許

一
就
螢
還
漱
~
雲
柩
。
上
國
已
令
搬
取
在

此
届
k

〔
末
〕
報
聞
〔
一
合
（
令
）
〔
今
〕
因
聘
使
来
〔
一U
〕
）
諏
附
書
稲
『
久
安
陵
寝
よ
葬
以
轍
遷
）
及
隋
庫
雲
柩

亦
難
猫
請
』
。
向
来
已
許
遷
送
）
今
返
群
以
蔦
難
）
子
義
安
在
？
朕
念
漱
深
嘗
在
味
國
作
帝
）
尚
爾
櫂

葬
）
深
可
衿
憫
。
今
宋
國
既
不
欲
請
）
上
國
却
嘗
就
澤
嘩
山
陵
奉
葬
。
」
無
一
語
及
受
書
事
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
園
・
横

書
）
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[
四
]
次
の
史
料
は
、
道
光
二
十
八
年
の
理
藩
院
の
上
奏
文
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

設
問
（

1）、
(

2

)

に
答
え
な
さ
い
。

(

1

)

全
文
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
適
宜
注
釈
を
施
し
て
も
よ
い
。

(

2

)

こ
の
史
料
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

展
開
が
あ
っ
た
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

を
有
葛
章
自
宜
冬
逹
牽
違
年
得
軽
議
文
玖
上
年

該
逹
引
疇
習
以
前
事
呈
請
紫
蜆
本
院
紡
駿
在
祟

益
復
嫁
文
呈
請
杏
＿
該
国
向
吟
盗
克
圏
一
虞
文
易

百
伶
年
未
復
利
甚
畳
於
該
園
犬
有
呼
虐
泉
請

易
忍
象
端
懐
有
ど
舌
象
執
及
閾
諷
等
事
均
瑣
慮

ー

i

:と．！
し

1

-

9

.

i

,

'

ー

1:̀
i

l

.
i
t'
‘
r
:
・
[
 .... 

.

.

 

9
 .
.
.
 r

s
.
j
.
,
-

阿
懲
埒
嬢
陳
一
生
韓
失
ず
鈴
年
表
刹
知
さ
烹
門

ざ
塁
篠
克
園
一
虔
舷
葛
通
商
庶
為
有
利
呉
鮮

祈
有
談
蛾
羅
斯
逹
剥
鳴
抵
文
呈
汁
冬
墨
應
筍
号

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

札
行
俄
羅
斯
館
監
督
如
該
國
呈
請
在
伊
梨
等
慮
設
立
貿
易
事

T
h
e
 N
at
i

onal P
al'
a
c
e
 M
u
s
e
u
m
,
 T
ai
p

ei, 
C
C
,
B
Y
,て
.
4

.
0
@
¥l¥'.
W
w
.
np
m
.g
ov.t
w

怜
丸
国
一
虞
質
易
生
窪
反
形
減
少
況
氏
爽
文
渉

於
伊
隼
等
―
ー
一
虞
通
商
不
憔
輿
成
例
不
符
且
恐
於

壼
内
丸
典
外
支
文
沙
事
件

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
国
・
横
書
）
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※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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[
五
]
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
(

1

)

、

(

1

)

全
文
を
日
本
語
訳
し
な
さ
い
。

(

2

)

下
線
部
に
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
見
解
に
対
し
て
、

い
う
言
葉
を
用
い
て
論
評
を
加
え
な
さ
い
。

「
新
満
洲
」

2

)

に
答
え
な
さ
い
。

(

i

c
e
 m
aaju
)

と

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
国
・
横
書
）

勺／ア



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

氏 カナ

名 漢字

この棚以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

浬字氏名がない場合は、ひらがなで記入すること。

東洋史学

（
裏
へ
続
く
）

総 点
•t 
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ー
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と

（
裏
へ
続
く
） I I I I I I I I I I 
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
J
し
J

（
裏
へ
続
く
） I I I I I I I I I I I I I I 
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一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い

J」J

（
裏
へ
続
く I I I I I I I I I I I I I I I I 
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
J
レ
J

（
裏
へ
続
く
） l I I i I I i I I l I 
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J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い

J」J

I I I I I I I I I 
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